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1. 光反応性官能基 Sulfo-SBED を付加した apoA-I を用いて、ABCA1 と apoA-I の直
接的な結合を明らかにした。 
2. 可溶化に用いる界面活性剤を幅広く探索し、機能性を維持した ABCA1 を精製す
る手法を確立した。 
3. 各種エンドペプチダーゼを用いた断片化試験により、ABCA1 の第一細胞外領域
(ECD1)に apoA-I が直接結合することを明らかにした。 
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